
 

 

 

 

当たり前のことを当たり前に 
右の写真は、そうじの時間です。校長室前から児童

昇降口まで長い距離があります。私が１回雑巾がけを
やったらたぶん足がガクガクになると思います。５年
生の女の子は何往復もしています。「がんばってるね。
きついでしょう？」と声をかけると「はい、きついで
す。」との返事。でも、毎日黙々とがんばっています。
毎日使わせてもらっている学校を自分たちできれい
にそうじするのは、当たり前のことです。この当たり前のことをきちんとやること、
継続すること、きつくても当たり前のこととしてやり続けることはとても大切なこと
で、立派なことです。この様にそうじやあいさつをがんばっている子供たちがたくさ
んいます。こんなすばらしい子供たちに囲まれて、学校でお仕事ができる幸せを感じ
ています。子供たちに感謝です。私も自分を振り返り、当たり前のことが当たり前に
できているか再確認してみようと思います。 

 

幸せを感じ 
１１月２８日（金）の午後、火災避難訓練を行いました。

非常ベルが鳴り子供たちは、放送を静かに聞き出火場所を
確認し、担任の先生の指示で口にハンカチを当てて整然と

避難します。私は避難場所の
運動場で時間を計っていまし
た。２分３６秒０８で集合確認が終了しました。３分はか
かるだろうと思っていましたが、１４０人のみんな見事
でした。必要のないおしゃべり
もせず、命を守ることを考えた
行動ができました。先日、大分
県で家々が燃えてしまう大規

模火災がありました。いつどこで何が起こるかわかりませ
ん。想定外のことを想定しなければならない状況です。新
聞の中のこと、テレビの中のことではなく、自分事として
捉え日頃から備えをしておくことが大切です。 

ところで今回さらに嬉しいことがありました。避難訓練に
来てくれた隊員の中に私が中学校勤務時代に担任をした教
え子がいました。立派な消防隊員として市民の命を守る仕事
をしっかりやってくれています。隊員の方は６名来られてい
たので、私が子供たちに、「どの方が校長先生の教え子でし
ょう」とクイズを出しました。その後、
無茶ぶりで１４０人の子供たちの前

で話をしてもらいました。消防隊員として立派な話をしてくれ
ました。しっかりうなずきながら話を聞く三角小の子、消防隊
員として立派な話をしてくれる教え子の姿を見ながら、幸せを
感じていました。教師という職業を選び本当に良かったです。 
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